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プレスリリース 2014 12月11日 
国境なき医師団（MSF） 

 
シエラレオネ：エボラ対策を兼ね150万人にマラリア予防薬を配布 

 
国境なき医師団（MSF）はシエラレオネ と し、勽アフリ で勸くエボラ出 熱

の 対 の一 として、 の規模で マラリア薬の配布を った。4 日間にわたり首

フリータウン か勽部地域 5 ヵ所で、150 勦人 を 。マラリア の ーク期を迎

え、感染予防を図る狙いだ。 

 

エボラとマラリアは症状が類似 

 

フリータウンで MSF ログラム を勲める トリック・ロバタイ は「エボラ を

背景にマラリアが大きな問題となるのは、この 2 つの病気の症状が似ているからです。そ

のため、 勠はマラリアなのにエボラに感染したと い、エボラの ンターを

れる人が多くいます。これはエボラ ンター の になるだけでなく、 身

その家族にも大きなストレスになっています」と話す。 

 

シエラレオネは、世界で 5 にマラリア感染 が高く、5 歳未満児の主要な死因となって

いる。その症状は高熱、めまい、頭痛、筋肉痛、倦怠など、エボラの初期症状に似たもの

が多い。 

 

現地のボランティアが一軒ずつ配布 

 

マラリア薬で るアーテスネート ア ア ン は、予防と のどちらにも

で、エボラ の大規模導 は世界 務 （WHO）によっても勧められている。 

 

150 勦人 の マラリア薬は、エボラ の配布としてもシエラレオネでの配布として

も の規模。これは勶 の 大なエボラ に った規模といえる。 

 

薬の配布のために 6000 人以上のボランティアスタッフを雇用・訓練。MSF の指導のもと、

地の 所で マラリア薬を受け取り、規 の にしたがって一 一 配布した。配
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布 と、薬の取り い についても わ て を う。対象世帯は家族それぞれの

に じた用 の薬を受け取り、 問 の住 には ークでしるしが けられる。 

 

クルー・ベイ地域に住む看護師のフム・ラハマン・バングラさんは「家族皆で服用します」

と話し、薬を受け取った。 のマラリア では、勽部地域の どもの 43 46％が過去

2 週間のうちに発熱している。 

 

同じく看護師で配布活動に加わったクルー・ベイ出身のクンバ・ウム・コロマさんによる

と、住 は マラリア薬の配布を歓迎しているという。 

「一 に するマラリア薬は、高す て できない人が多くいます。 家 に配布さ

れれば、皆大喜びで受け取るでしょう」 

 

MSF は、人 過 の勽部地域で に がるエボラ の対 を 大して り、 マラリア

薬の大規模配布もその活動の一部として新たに始めた。 

 

2015 1 上 にも、フリータウンをはじめ勽部地域で び マラリア薬の大規模配布を

う予 。 

 

以上 
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